
（様式１）

生活産業に関する課題を発見し、職
業人に求められる倫理観を踏まえ、
合理的かつ創造的に解決する力を
養う。

芸術の活動を通して、感性や豊かな
情操を養う。

外国の言語や文化に対する理解を
深め、積極的にコミュニケーションす
る力と実践的な態度を育てる。

家族・家庭と社会との関わりを理解
し、家庭や地域の生活の充実向上
を図る。

情報活用能力、情報モラル、プログ
ラミング的思考を育成し、情報社会
で主体的に学び、安全に活用し、未
来を創造する力を育む。

探究活動を通して解のない問いに
粘り強く挑戦しようとする力を育てる
とともに、自己や他者に対する価値
観を深め、進路活動や日常生活に
おける視野を広げさせる。

国語を適切に表現し的確に理解す
る能力を育成する。

歴史的過程と生活・文化の地理的
特色についての理解と認識を深め
る。

数学的な活動を通し、数学的な見
方・考え方の良さを認識する態度を
育てる。

自然を愛し、自然の事物・現象につ
いての理解を深め、自然観を育成す
る。

心身ともに嫌煙な人間を育成し、明
るく活力ある生活を営む態度を育て
る。

・地域の方々への学校行事への積極的な
参加を呼びかける。

・地域と連携し、必要に応じてゲストティー
チャー等を活用しながら生徒の自己実現を
目指す。

　人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を
追及したり解決したりする活動を通して、平和で民主的な国家及び社会の
有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。

　現代の諸課題をとらえ考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概
念や理論について理解するとともに、必要となる情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身につけるようにする。

　望ましい集団行動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を
図り、集団や社会の一員としてよりよい生活を築こうとする自主的、実践
的な態度を育てるとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を
深め、自己を活かす能力を養う。

　クラスのホームルーム活動・部活動・生徒総会・クラスマッチ・しぶき祭
（校内文化祭）・修学旅行の行事等を生徒主体で行うことができるようサ
ポートする。

地域社会との連携

公共

家庭との連携

・基本的生活習慣の確立を図るため、共通
認識のもとに指導を行う。

・問題行動の未然防止のために、各学年と
十分に連携を図りながら、実態に即した指
導を行う。

・学校内外の関係機関と連携を図りながら、
日常の生徒指導に誠意をもって取り組む。

・保護者の学校行事への積極的な参加を呼
びかけ開かれた学校づくりを実践する。

・家庭訪問や電話連絡等による生徒の情報
共有を細やかに行い、保護者との連携を密
にする。
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・日本国憲法
・教育基本法
・学習諸法規
・学習指導要領

　全体的に明るく素朴である。
学力面については、基礎的・基本的な知識
と技能が十分に身についていない。
　友人関係を重んじる生徒が多く、友人と関
わり合う日常が、生徒全体の心身の成長に
つながっている。
　学力面・生活面ともに教員のサポートを必
要とする生徒が多い。

地域の伝統及び文化を継承し、地域と共に生き、地域、日本そして世界の明日を
担う有為な人財を育成するため、以下の項目を重点とした学校づくりを行う。
〇生徒一人ひとりが、人間性やひたむきに物事に取組む姿勢を高める学校
〇生徒一人ひとりが、知性・徳性・体力を調和よく高める学校
〇適性や能力に応じて、生徒一人ひとりが自己実現を目指す学校

・基本的生活習慣を確立し、節度を守り節制に心がけ、心身の調和のある生活態
度を身につけさせる。
・他者を尊重し、感謝と思いやりの心をもって人に接することができるように心の
豊かさを身につけさせる。

令和８年度道徳教育全体計画

各教科・科目

諸法規

保護者の願い
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学校の教育目標

道徳教育重点目標

特別活動

就職・進学などの進路に対して、学校できめ
細かな指導をしてほしいという強い要望を
持っている。

　従来より地域に根差した学校として、本校
の教育に対する地元の人たちの興味関心
は深い。


